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馬頭中学校少年消防隊小川中学校少年消防隊

　

冬
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
意
識
を
持
ち
、
家
庭
や
地
域
か

ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
の
割
合

を
み
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

約
７
割
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
原
因

の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で

す
。

取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃

げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
寝
室
や

台
所
な
ど
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
と
て
も
有
効
で
す
。（
平
成

21
年
６
月
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

消
防
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
場
合
、

設
置
し
て
い
な
い
場
合
と
比
べ
て
被

害
状
況（
死
者
数
・
焼
損
床
面
積
等
）

が
概
ね
半
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
確
認 

（
平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

11
月
9
日
か
ら
15
日
は
、
平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

那
珂
川
町
消
防
団

通
常
点
検
を
執
行

　

平
成
30
年
那
珂
川
町
消
防
団（
荒

井
諭
団
長
、
団
員
4
5
2
人
）通
常

点
検
が
10
月
28
日
、
馬
頭
運
動
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
8
時
、
町
長
の
点
検
者
宣
言

に
よ
り
通
常
点
検
を
開
始
し
、
馬
頭

中
学
校
少
年
消
防
隊
、
小
川
中
学
校

少
年
消
防
隊
も
消
防
団
と
と
も
に
機

敏
な
動
き
で
人
員
並
び
に
服
装
点
検

を
行
い
ま
し
た
。

　

機
械
器
具
点
検
に
続
い
て
、
ポ
ン

プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
行

わ
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
後
に
は
栄
冠
酒
造
跡
地
か
ら

旧
役
場
前
ま
で
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、

路
肩
で
見
て
い
た
町
民
か
ら
温
か
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
点
検
時
に
栃
木
県

知
事
、
県
消
防
会
長
や
同
南
那
須
支

部
長
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
）

第
２
分
団　

副
分
団
長

益
子　

洋
平

※
氏
名
の
下
は
所
属
名

功
績
章

第
２
分
団
分
団
長 

小
松　
　

浩

第
５
分
団
分
団
長 

大
森　

一
博

勤
続
章（
35
年
）

第
６
分
団
第
４
部 

檜
山　

和
彦

勤
続
章（
25
年
）

副
団
長　
　

星　
　

隆
昌

方
面
隊
長　

江
面　

正
行

笹
沼　

隆
夫（
４
） 

田
代　

則
男
1-4

吉
成　

孝
夫
1-5 

田
代　

高
明
5-3

大
嶹　

秀
明
5-2 

久
保
寺
美
智
男
6-2

荒
牧　

長
雄
7-1 

石
井　
　

勲
7-1

磯
部　

一
美
7-1

勤
続
章（
20
年
）

小
檜
山　

篤（
5
） 

永
森　

茂
治
6-1

大
森　

建
二
3-1 

小
室　

武
男
4-4

河
西　
　

明
4-5 

鈴
木　

崇
史
4-5

荒
井　

元
気
4-5 

青
木　
　

渉
1-4

益
子　

正
一
3-3 

小
川　

雄
一
4-4

鈴
木　

和
明
4-5

勤
続
章（
15
年
）

益
子　

洋
平（
2
） 

結
城　

靖
宏
5-1



小
山
田
友
和
1-2 

後
藤　

正
道
1-3

荒
井　
　

英
1-6 

荒
井　

彰
仁
2-1

菊
地　

一
弘
2-3 

大
金　

真
和
3-3

磯
野　
　

厚
4-2 

佐
藤　

洋
介
4-4

金
井　

大
資
5-2 
大
森　

祐
城
5-2

高
橋　

俊
範
5-3 
岸　
　

清
英
7-1

佐
藤　

昌
孝
7-3 

神
岡　

一
史
1-1

大
森　
　

聡
1-6 

小
川　

浩
二
2-1

石
井　

健
一
3-2 

北
條　

利
幸
3-4

影
澤　

良
一
4-1 

阿
久
津
久
志
6-1

瀧
田　

嘉
信
6-2　

勤
続
章（
10
年
）

塩
沢　
　

進
1-4 

船
見　

哲
哉
5-1

近
江　

孝
太
6-2 

加
藤　

剛
史
6-4

菊
池　

啓
佑
1-6 

小
松　
　

晃
2-1

益
子　

寛
之
2-1 

齊
藤　

誉
明
2-2

渡
邉　

孝
之
2-3 

佐
藤　

裕
信
2-3

川
勾　

雅
己
2-4 

森　
　

清
隆
4-1

磯
野　

将
来
4-2 

青
木　

顕
之
4-4

小
林　

良
進
5-3 

穴
山　

孝
之
6-3

柴
田　

康
弘
7-2

優
良
分
団（
竿
頭
綬
）

第
7
分
団

功
績
章

第
1
分
団
分
団
長 

荒
井
雄
二
郎

第
2
分
団
分
団
長 

小
松　
　

浩

第
5
分
団
分
団
長 

大
森　

一
博

第
6
分
団
分
団
長 

川
井　
　

洋

第
7
分
団
分
団
長 

安
藤　

修
一

兄
弟
消
防
団
員
表
彰

第
2
分
団
第
3
部 

大
森　
　

豊

那
須
烏
山
消
防
団 

黒
須　

秀
人

功
績
表
彰（
優
良
分
団
）

第
４
分
団

第
７
分
団

第
1
分
団
第
6
部

第
2
分
団
第
2
部

第
2
分
団
第
3
部

第
3
分
団
第
2
部

永
年
勤
続
功
労
表
彰

副
団
長　
　

星　
　

隆
昌

方
面
隊
長　

江
面　

正
行

笹
沼　

隆
夫
（4） 

田
代　

則
男
1-4

吉
成　

孝
夫
1-5 

田
代　

高
明
5-3

大
嶹　

秀
明
5-2 

久
保
寺
美
智
男
6-2

檜
山　

和
彦
6-4 

荒
牧　

長
雄
7-1

石
井　
　

勲
7-1 

磯
部　

一
美
7-1

永
年
勤
続
退
職
表
彰

（
20
年
以
上
）

（　

）は
勤
続
年
数

大
金　

好
美（
29
） 

山
﨑　
　

純（
25
）

磯
野
日
出
夫（
23
） 

髙
野　

俊
明（
23
）

大
金　

邦
博（
22
） 

露
久
保
正
浩（
24
）

本
棒　

章
浩（
31
） 

鈴
木　

健
一（
29
）

永
山　

陽
一（
27
） 

滑
川　

真
一（
23
）

小
森　

知
也（
23
） 

小
口　

正
之（
21
）

渡
邊　

光
博（
21
） 

仲
野
谷
智
弘（
20
）

防
火
水
槽
敷
地
協
力
者

藤
田　

眞
一（
小
砂
）

優
良
火
気
取
扱
者

齋
藤　

理
恵（
馬
頭
）

磯
野　

律
子（
谷
川
）

菊
池
百
合
子（
大
山
田
上
郷
）

大
森
と
し
江（
北
向
田
）

髙
村　

未
香（
薬
利
）

近
江　

友
子（
片
平
）

青
木　

成
子（
高
岡
）

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
1
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栃
木
県
消
防
協
会　

南
那
須
支
部
長
表
彰

町
長
表
彰

団
長
表
彰

消
火
ア
イ
テ
ム
を

ご
家
庭
に
備
え
て
い
ま
す
か
？

　

秋
か
ら
春
の
季
節
は
空
気
も
乾

燥
し
、
ま
た
暖
房
器
具
を
使
う
機

会
も
増
え
、
火
災
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
火
事
が
起
き
て
し
ま

っ
た
場
合
に
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
一
番
危
険
で
す
。

ま
た
、
煙
や
有
毒
ガ
ス
の
発
生
で

思
う
よ
う
に
行
動
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

小
型
の
消
火
ス
プ
レ
ー
や
小
型

消
火
器
な
ど
、
家
庭
用
の
消
火
ア

イ
テ
ム
を
常
備
し
て
い
る
と
万
が

一
の
時
に
役
に
立
ち
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
最

初
は
小
さ
な
火
元
か
ら
で
す
。
い

つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

火
事
に
備
え
て
、
ご
家
庭
で
出
来

る
こ
と
を
一
度
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。



　

県
営
処
分
場「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
」に

係
る
環
境
保
全
協
定
に
つ
い
て
、
10
月
１
日
、

県
庁
に
お
い
て
、
県
か
ら
は
福
田
富
一
知
事
、

町
か
ら
は
福
島
泰
夫
町
長
が
出
席
し
、
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
環
境
保
全
協
定
は
、
平
成
20
年
に

締
結
し
た
基
本
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
、
地

域
住
民
の
安
全
確
保
と
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

福
田
知
事
か
ら「
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

最
終
処
分
場
の
早
期
完
成
へ
着
実
に
事
業
を

進
め
て
い
く
」ま
た
、
福
島
町
長
か
ら「
全
国

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
施
設
を
建
設
し
て
い

た
だ
き
那
珂
川
町
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
ほ

し
い
」と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
35（
２
０
２
３
）年
１
月
の
処
分
場
本

体
稼
働
に
向
け
、
本
年
11
月
か
ら
搬
入
道
路

の
建
設
着
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

環
境
保
全
協
定
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の〈
各
課
か
ら
探
す
〉↓〈
生

活
環
境
課
〉↓〈
県
営
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
〉↓〈
県
営
処
分
場「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
と
ち

ぎ
」に
係
る
環
境
保
全
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
〉を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
０

那
珂
川
町
自
治
功
労
者
等
表
彰
式

故　

大
森
育
夫
氏
に
叙
位（
正
六
位
）

平
塚
正
一
郎
氏
に

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

県
営
処
分
場「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
」に
係
る

環
境
保
全
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

10
月
13
日
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

町
の
自
治
・
教
育
・
文
化
・
産
業
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
自
治
功
労
者
等

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。

那
珂
川
町
自
治
功
労
者
表
彰

石
田　

彬
良
様　
（
矢
又
）

塚
田　

秀
知
様　
（
盛
泉
）

岩
村　

文
郎
様　
（
松
野
）

益
子　

輝
夫
様　
（
大
山
田
上
郷
）

小
杉　

弘
之
様　
（
片
平
）

佐
藤
や
よ
ひ
様　
（
薬
利
）

佐
原　

宏
治
様　
（
浄
法
寺
）

大
門　

正
一
様　
（
松
野
）

益
子　

幸
江
様　
（
久
那
瀬
）

和
泉　

芳
江
様　
（
小
川
）

田
代　
　

豊
様　
（
小
川
）

佐
藤　

賢
治
様　
（
小
川
）

那
珂
川
町
特
別
功
労
者
表
彰

和
泉　
　

實
様　
（
小
川
）

（故）
山
口　

美
智
様　
（
小
川
）

栃
木
県
立
宇
都
宮
高
等
学
校
様

栃
木
県
立
宇
都
宮
女
子
高
等
学
校
様

那
珂
川
町
高
額
寄
付
者
感
謝
状
贈
呈

成
島　

彰
子
様　
（
宇
都
宮
市
）

石
井　

一
成
様　
（
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
）

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
１

　

去
る
７
月
15
日
に
89
歳
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
ま
し
た
元
馬
頭
町
立
健
武
小
学
校
長　

大
森
育
夫
氏（
馬
頭
）に
、
生
前
の
教
育
行
政

に
対
す
る
功
績
に
よ
り
正
六
位
に
叙
せ
ら
れ

ま
し
た
。（
平
成
28
年
瑞
宝
双
光
章
受
章
）

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
12
日
、
平
塚
正
一
郎
氏（
富
山
）に
、

文
部
科
学
大
臣
よ
り
、
地
方
教
育
行
政
功
労

者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
塚
氏
は
、
平
成
17
年
か
ら
平
成
29
年
ま

で
、
那
珂
川
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
在

任
し
、
平
成
21
年
か
ら
委
員
長
、
平
成
27
年

か
ら
は
教
育
長
職
務
代
理
者
を
務
め
る
な
ど
、

本
町
の
教
育
行
政
の
円
滑
運
営
の
た
め
、
教

育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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那
珂
川
交
通
安
全
協
会
馬
頭
支
部
が

県
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
大
会
で
優
勝

　

10
月
12
日
に
行
わ
れ
た
県
交
通
安
全
高
齢

者
自
転
車
大
会
で
、
那
珂
川
交
通
安
全
協
会

馬
頭
支
部
が
団
体
優
勝
、
同
支
部
の
鈴
木
一

夫
さ
ん
が
個
人
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
自
転
車
事
故
が

多
発
し
て
い
る
現
状
に
対
し
、
交
通
安
全
の

意
識
向
上
と
運
転
技
能
の
向
上
を
図
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
繋
が
る
こ

と
を
目
的
に
、
県
、
県
警
本
部
、
県
交
通
安

全
協
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
減
点
無
し
の
満
点
で
優
勝
し
た
鈴

木
一
夫
さ
ん
は
、「
ジ
グ
ザ
グ
走
行
が
得
意
」

と
語
り
、「
団
体
優
勝
で
き
た
の
は
、
協
力
し

て
く
れ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
」と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

菊
池
友
子
さ
ん

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
２
０
１
８
に
出
場

　

５
月
13
日
に
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
卓
球
交

流
大
会
に
て
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
60
歳
以
上

予
選
リ
ー
グ
に
お
い
て
優
勝
し
た
菊
池
友
子

さ
ん（
小
川
）が
、
栃
木
県
代
表
と
し
て
卓
球

チ
ー
ム「
と
ち
ま
る
」の
一
員
に
選
抜
さ
れ
、

富
山
県
を
会
場
に
11
月
３
日
か
ら
６
日
に
行

わ
れ
た
、
第
31
回
全
国
健
康
福
祉
祭「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
２
０
１
８
」に
出
場
し
ま

し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
10
月
25
日
に
町
長
室
で
行

わ
れ
た
激
励
会
で
菊
池
さ
ん
は
、「
練
習
を
重

ね
て
い
て
気
持
ち
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

大
会
で
は
楽
し
ん
で
頑
張
っ
て
き
ま
す
」と

意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
の
第
一
回
訪
町
よ
り
親

交
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
と
の
交
流
が
、
今
年
で
25

周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

10
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
、
ホ
ー

ス
ヘ
ッ
ズ
村
か
ら
ル
イ
ー
ズ
・
マ
ッ

キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
村
長
、
ト
ム
・
ス
ウ

ィ
ー
ト
郡
議
員
ら
９
人
が
来
町
し
、

町
内
を
巡
り
更
な
る
交
流
を
深
め
、

10
月
12
日
に
南
平
台
温
泉
ホ
テ
ル
を

会
場
に
行
わ
れ
た
姉
妹
都
市
訪
町
25

周
年
記
念
祝
賀
会
で
は
、
記
念
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
上
映
す
る
な
ど
し
て
今
ま
で
の

交
流
を
振
り
返
り
、
町
産
食
材
、
町

産
料
理
の
お
も
て
な
し
で
記
念
の
年

を
祝
い
ま
し
た
。

　

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
村
長
は
、「
那

珂
川
町
と
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
の
交
流

は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

那
珂
川
町
と
の
友
好
関
係
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
ま

た
、
こ
の
交
流
が
続
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
記
念
植
樹
を
行
っ
た
、
樹

液
が
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
原
料
に

な
る
と
い
う
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
は
、
ホ

ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
馴
染
み
の
あ
る
木
で
あ
り
、
見
る

人
に
遠
い
姉
妹
都
市
を
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

  町長室訪問  

ホースヘッズ村　姉妹都市訪町25周年記念
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地方交付税
21億6,147万円

歳　入
収入率
51.6％

諸収入
2,506万円

県支出金　4,396万円
使用料及び手数料　4,158万円

分担金及び交付金　5,676万円

その他　8,431万円
地方消費税交付金
1億7,566万円
国庫支出金
1億5,136万円

繰越金
4億3,072万円

町税　13億6,873万円

歳　出
執行率
38.0％

総務費
5億6,918万円

議会費
4,945万円

農林水産業費
1億2,642万円

消防費
2億1,191万円
商工費
2億1,283万円

土木費
2億9,216万円

衛生費
3億132万円

公債費
3億6,355万円

教育費
3億9,725万円

民生費
8億2,127万円

町
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す

（
平
成
30
年
度
上
半
期
分
）

一
般
会
計
予
算　

88
億
2
7
4
万
円

（
前
年
度
繰
越　

4
億
9
7
7
4
万
円
含
む
）

特 別 会 計

　

平
成
30
年
度
上
半
期

予
算（
平
成
30
年
９
月

30
日
現
在
）の
執
行
状

況
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
町
民
の

皆
様
に
町
の
財
政
に
つ

い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、

町
づ
く
り
に
ご
協
力
い

た
だ
く
た
め
、
皆
様
が

納
め
た
税
金
や
国
・
県

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た

補
助
金
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
収
入
の
ほ
か
、

支
出
の
状
況
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

項　目
会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

①　ケーブルテレビ事業特別会計 6億5,000万円 2億2,339万円 34.4% 1億2,226万円 18.8%
②　国民健康保険特別会計 21億1,720万円 9億6,365万円 45.5% 8億1,528万円 38.5%
③　後期高齢者医療特別会計 2億1,100万円 7,586万円 36.0% 6,099万円 28.9%
④　介護保険特別会計 19億5,148万円 9億576万円 46.4% 7億7,946万円 39.9%
⑤　下水道事業特別会計 3億1,000万円 1億8,657万円 60.2% 1億1,396万円 36.8%
⑥　農業集落排水事業特別会計 5,100万円 2,848万円 55.8% 1,752万円 34.3%

計 52億9,068万円 23億8,371万円 45.1% 19億947万円 36.1%

その他の内訳
寄付金 557万円
地方譲与税 2,646万円
ゴルフ場利用税交付金 1,946万円
財産収入 959万円
自動車取得税交付金 1,367万円
地方特例交付金 629万円
利子割交付金 108万円
交通安全対策特別交付金 59万円
配当割交付金 160万円

計 8,431万円

歳入総額
45億3,961万円

歳出総額
33億4,534万円
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1111
月
は
、児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

月
は
、児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

全
て
の
子
ど
も
は
、「
児
童
の
権
利
に
関
す

る
条
約
」の
精
神
に
の
っ
と
り
、
適
切
な
養

育
を
受
け
、
健
や
か
な
成
長
・
発
達
や
自
立

が
図
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
保
障
さ
れ
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
影
響
を
及
ぼ

す
児
童
虐
待
の
防
止
は
、
社
会
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
５

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」で
す
‼

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」は
年
末
調
整
・
確
定

申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人
お
一
人
、

『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』等
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い

た
だ
く
日
」と
し
て
、
11（
い
い
）月
30（
み
ら

い
）日
を「
年
金
の
日
」と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、ご
自
身
の
年
金
記
録
と

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来

の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認

で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
宇
都
宮
東
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
東
年
金
事
務
所　

　

☎
０
２
８（
６
８
３
）３
２
１
１

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.nenkin.go.jp/n_net/

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
日
本

年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
よ
り
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も

同
様
で
す
。
ま
た
、
10
月
２
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
平
成
31
年
３
月
15
日
ま
で
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合

☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５

あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。
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未
来
へ
と

　

命
を
繋
ぐ　

　
　

１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

児
童
虐
待
と
は
・
・
・

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
溺
れ
さ
せ
る　

な
ど

性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写

体
に
す
る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の
中
に

放
置
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う

だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の

目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
振
る

う　

な
ど

　

平
成
30
年
10
月
１
日
付
け
で
、
石
川
周

一
氏（
馬
頭
・
再
任
）が
法
務
大
臣
よ
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
る
こ
と
を
職
務
と
し
て
い
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
際
の
医
療
費

は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
使
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続
け
て
し
ま
う
と
、

そ
の
費
用
を
補
う
た
め
に
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
上
げ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
時
間
外
診
療
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

時
間
外
受
診
は
割
増
料
金
が
か
か
る
た
め
、

緊
急
性
が
高
い
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
急
な
病
気
や
け
が
で
心
配

な
と
き
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
に

は
、
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
ち
ぎ
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

☎
＃
８
０
０
０

携
帯
電
話
や
プ
ッ
シ
ュ
回
線
以
外
は

☎
０
２
８（
６
０
０
）０
０
９
９

と
ち
ぎ
救
急
医
療
電
話
相
談

☎
＃
７
１
１
１

携
帯
電
話
や
プ
ッ
シ
ュ
回
線
以
外
は

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
３
４
４

●
重
複
受
診
・
頻
回
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
に
か
か
る
重
複

受
診
や
、
同
じ
診
療
機
関
で
受
診
す
る
回
数

が
過
度
に
多
い
頻
回
受
診
は
、
同
じ
検
査
を

繰
り
返
す
な
ど
、
体
の
負
担
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
の
受
け
方
に
ム
ダ
が
な
い
か
な
ど
を

確
認
す
る
た
め
、
受
診
の
回
数
が
多
い
人
な

ど
に
、
受
診
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

日
頃
か
ら
安
心
し
て
相
談
で
き
る
か
か
り

つ
け
医
を
持
ち
、
気
に
な
る
症
状
は
、
ま
ず

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

薬
の
も
ら
い
過
ぎ
や
副
作
用
の
危
険
を
防

ぐ
た
め
、「
お
薬
手
帳
」を
活
用
し
て
体
質
や

薬
歴
を
把
握
・
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を利

用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
特
許
期
間

の
過
ぎ
た
新
薬（
先
発
医
薬
品
）と
同
じ
有
効

成
分
、
効
能
・
効
果
が
あ
る
と
厚
生
労
働
省

に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
新
薬
よ
り
も
安
価
な

薬
で
す
。
価
格
が
新
薬
の
３
割
〜
５
割
程
安

く
な
り
ま
す
。

（
例
）

高
血
圧
薬

（
ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン
ベ
シ
ル
酸
塩 

錠
剤
２
・５
ｇ
）

　

新
薬　
　
　
　
　

26
・７
円

←

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク　

９
・６
円

糖
尿
病
薬（
グ
リ
ベ
ン
ク
ラ
ミ
ド 

錠
剤
２
・５
ｇ
）

　

新
薬　
　
　
　
　

12
・４
円

←

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク　

５
・６
円

　

す
べ
て
の
新
薬
に
対
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
が
製
造
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
治
療
内
容
に
よ
っ
て
は
適
さ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
担
当
の
医
師
に
相
談
し
、
選
択
や

使
用
法
に
つ
い
て
は
薬
剤
師
と
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
柔
道
整
復
師
・
は
り
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
か
か
り
方

　

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）に
よ
る

施
術
に
は
、
国
民
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る

場
合
と
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
保
険
の
適

用
を
受
け
る
に
は
、
医
師
の
同
意
が
必
要
で

す
。
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
柔
道
整
復
師
が
保
険
適
用
に
な
る
と
き

・
打
撲
及
び
捻
挫
等（
肉
離
れ
を
含
む
）

・
骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手
当

　

※ 

応
急
手
当
以
外
の
場
合
は
、
医
師
の
同

意
が
必
要
で
す

　

右
記
以
外
の
も
の
は
保
険
適
用
外
と
な
り

ま
す
。

○
は
り
・
き
ゅ
う
が
保
険
適
用
に
な
る
と
き

・
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ

・
頚
腕
症
候
群
・
五
十
肩
・
腰
痛
症

・
頸
椎
ね
ん
ざ
後
遺
症

○
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
保
険
適
用
に
な
る
と
き

・
筋
麻
痺
・
関
節
拘
縮

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を

受
け
る
と
き
も
、
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合

に
限
り
保
険
適
用
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

い
っ
た
ん
料
金
を
支
払
っ
た
後
、
払
い
戻
し

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
．
受
診
の
仕
方
を
見
直
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

医
療
費
節
約
の
た
め
に　

今
、
で
き
る
こ
と
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●
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

・
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

・
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

・
野
菜
や
海
藻
な
ど
食
物
繊
維
を
と
る

成
人
１
日
あ
た
り
の

野
菜
摂
取
量

　

目
標　

３
５
０
ｇ

・
塩
分
を
控
え
る

　

１
日
の
塩
分
摂
取
量
の
め
や
す

　

男
性　
　
　
　

８
ｇ
未
満

　

女
性　
　
　
　

７
ｇ
未
満

　

高
血
圧
の
方　

６
ｇ
未
満

ポ
イ
ン
ト

①
煮
物
や
味
噌
汁
は
天
然
だ
し
を
た
っ

ぷ
り
き
か
せ
る

②
塩
の
代
わ
り
に
レ
モ
ン
や
酢
な
ど
の

酸
味
、
唐
辛
子
の
辛
み
を
き
か
せ
る

③
し
ょ
う
油
や
ソ
ー
ス
は
少
量
を
小
皿

に
と
っ
て
使
う

●
体
を
動
か
す
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

体
を
動
か
す
こ
と
は
、
健
康
を
維
持
・
増

進
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
う
え
で
欠
か
せ

な
い
要
素
で
す
。
今
よ
り
毎
日
プ
ラ
ス
10
分

の
身
体
活
動
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
日
課
に
す
る

・
な
る
べ
く
階
段
を
利
用
す
る

・
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら「
な
が
ら
運
動
」

　

を
す
る

・
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る

○「
な
か
ち
ゃ
ん
体
操
」が
出
来
ま
し
た
！

　

自
宅
で
１
人
で
も
簡
単
に
続
け
ら
れ
る

「
な
か
ち
ゃ
ん
体
操
」が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
一
曲
の
中
に
７
つ
の
ス
ト

レ
ッ
チ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
ち
ゃ
ん
体
操
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
毎
日
放
送
し
て
い
ま
す
。
な
か
ち
ゃ
ん
体

操
を
し
て
、
運
動
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

放
送
時
間

午
前
６
時
15
分
〜
、
午
後
２
時
30
分
〜

※
各
回
10
分
程
度

　

健
康
診
断
で
、
自
分
や
家
族
の
健
康
状
態

を
把
握
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
早
め
に
病

気
が
見
つ
か
れ
ば
早
期
に
治
療
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
病
気
の
重
症
化
を
防
ぎ
、
医
療
費
削

減
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

年
に
一
度
、
健
康
診
断
を
必
ず
受
け
、
結

果
を
確
認
し
、
早
め
の
受
診
や
生
活
改
善
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
町
の
健
康
診
断（
集
団
検
診
）を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

今
年
の
健
診
は
受
け
ま
し
た
か
？
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方
は
、
申
し
込
み
を
し
て
、
必

ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
集
団
検
診

・
11
月
25
日（
日
）健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

・
11
月
27
日（
火
）す
こ
や
か
共
生
館

・
12
月
16
日（
日
）健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

午
前
８
時
〜
10
時

費
用　

健
診
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●「
特
定
保
健
指
導
」も
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　

健
診
の
結
果
に
よ
り
、
受
診
者
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
特
定
保
健
指
導
の
通
知
が
来

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
知
が
来
た
ら
、
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
、
深
刻
な
生
活
習
慣
病

に
移
行
す
る
前
に
そ
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
ま

し
ょ
う
。

●
健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

健
診
の
結
果
が
届
い
た
ら
、
必
ず
内
容
を

確
認
し
、
生
活
改
善
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

紹
介
状
が
出
た
方
は
、
必
ず
医
療
機
関
に
受

診
を
し
て
、
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年

度
や
前
々
年
度
と
の
数
値
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
自
身
の
健
康
管
理
の
貴
重
な

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
受
診
の
仕
方
を
見
直
す

②
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

③
健
康
診
断
を
必
ず
受
け
る

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
！

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

保
険
年
金
係

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
２

健
康
づ
く
り
や
健
康
診
断
に
関
し
て
は

　

健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
９

３
．
健
康
診
断
を
必
ず
受
け
る

２
．
日
頃
か
ら

　
　

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む



氏家税務署からのお知らせ
平成30年分　青色決算説明会及び白色決算説明会

　青色申告決算書(収支内訳書)の作成方法や作成に当たっての注意点などについて、次のとおり説明会を開催
します。対象地区以外の会場でも出席できますので、ご都合に合わせてご出席ください。
　説明会で使用する資料は、当日、会場で配付します。

【青色決算説明会】
開催日 開催時間 対象の方 会　場 対象地区

12月４日（火）
午前10時～12時 農業所得の方 那珂川町小川総合福祉センター

（あじさいホール） 那珂川町
那須烏山市午後２時～４時 営業等・不動産所得の方 那珂川町小川総合福祉センター

すこやか共生館（多目的集会室）

12月５日（水）午前10時～12時 農業所得の方 高根沢町民ホール さくら市
高根沢町午後２時～４時 営業等・不動産所得の方

12月６日（木）午前10時～12時 農業所得の方 矢板市文化会館（小ホール） 矢板市
塩谷町午後２時～４時 営業等・不動産所得の方

【白色決算説明会】
開催日 開催時間 対象の方 会　場 対象地区

12月12日（水）午前10時～12時 農業所得の方 さくら市喜連川公民館
（第３・４・５研修室） 全市町午後２時～４時 営業等・不動産所得の方

【問い合わせ】　氏家税務署　個人課税第一部門　☎028-682-3313（直通）
決算説明会に関するご相談である旨をお伝えください。

所得税及び復興特別所得税の予定納税（第２期分）の納税をお忘れなく
　予定納税の納期限は、平成30年11月30日（金）です

振替納税を利用している方　11月30日(金)にご指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされます。引き
落とし日の前日までに預貯金残高をご確認ください。
その他の方　11月30日（金）までに金融機関または税務署の窓口で納付してください。
※納期限内に納付や引き落としができなかった場合には、納期限の翌日から納付の日まで延滞税がかかります。

　国税の納付は、振替納税が便利です

　振替納税をご利用になると、引き落とし日に自動的に引き落とされますので、納付のために金融機関や税務署に
出向く必要がなく、うっかり納付を忘れたまま納期限が過ぎてしまうことを防げます。
　振替納税を利用するには、事前に税務署及び金融機関へ｢預貯金口座振替依頼書｣を提出してください。
【問い合わせ】　詳しくは、国税庁ホームページをご覧になるか、氏家税務署にお尋ねください。
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp/　氏家税務署 管理運営部門　☎028-682-3311（代表）

確定申告に便利なID・パスワードを取得しよう！
　平成31年１月から、e-Tax利用手続が簡便化され、国税庁ホームページ｢確定申告書等作成コーナー｣で申告書を
作成し、ＩＤとパスワードを入力するだけでe-Taxで確定申告ができるようになります。
　ＩＤ・パスワードを使えば、マイナンバーカードやＩＣカードリーダライタをお持ちでなくても、ご自宅等から
パソコンやスマートフォンで簡単にe-Taxで申告することができ大変便利です（※１）。
　なお、ＩＤ・パスワードはお近くの税務署において５分程度で発行を受けられますので、是非取得してください
（※２）。税務署は年明けから混み合いますので、お早めにＩＤ・パスワードの取得をお願いします。
※１　マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタをお持ちの方は｢マイナンバーカード方式｣によるe-Taxがご
利用いただけます。
※２　ＩＤ・パスワード取得の際は、運転免許証（写しでも可）などの本人確認書類をお持ちください。
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宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

ま
ん
が
ア
ー
ト
科　

１
年　

吉
原　

澪
さ
ん

寄
贈【
10
月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
奨
学
基
金
へ

　

10
万
円　

大
金　

郁
夫
様（
健
武
）

〇
地
域
振
興
基
金
へ

　

５
万
円　
（
株
）関
東
フ
ー
ズ（
健
武
）

〇
ふ
る
さ
と
納
税
へ

２
万
円　

有
野　

正
和
様（
東
京
都
葛
飾
区
）

10
万
円　

薄
井　

義
行
様（
宇
都
宮
市
）

２
万
円　

田
中　

公
一
様（
兵
庫
県
神
戸
市
）

２
万
円　

前
田　

米
蔵
様（
静
岡
県
藤
枝
市
）

２
万
円　

星
野　

正
好
様（
愛
知
県
西
尾
市
）

１
万
円　

遅
沢　

壮
一
様（
宮
城
県
仙
台
市
）

１
万
円　

近
藤　

静
江
様（
神
奈
川
県
座
間
市
）

〇
図
書
館
へ

「
20
歳
の
ソ
ウ
ル
」　

１
冊　

秋
元　

敏
行
様（
千
葉
県
船
橋
市
）

「
太
平
洋
戦
争
」（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
） 

11
巻　

那
珂
川
町
遺
族
会

「
折
々
の
記
」　　
　

１
冊　

佐
藤　
　

栄
様（
馬
頭
）

〇
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

　

３
万
円　

益
子　

和
弘
様（
健
武
１
２
９
回
）

〇
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

　

１
万
円　

匿
名（
５
２
８
回
）

〇
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
事
業
へ

　

３
千
円　

匿
名

生活環境課からのお知らせ
●低炭素まちづくり推進設備等導入事業費補助金を交付してい
ます
　再生可能エネルギーの利用及び省エネルギーの促進を図り、
地球温暖化防止のため、設備の設置に対し補助を行っています。
設置前に申請してください。
申請期限　平成31年２月28日（木）
対象設備　太陽光発電、高効率給湯器、木質バイオマス暖房器
（薪、ペレットストーブ）、地中熱利用施設
●生ごみ分別回収協力世帯に地域通貨券「土の恵」を発行してい
ます
　市街地（新町・室町・南町・田町・小川第２区～５区）におい
て、生ごみ分別回収にご協力いただいている世帯に対し、今年
度分の地域通貨券「土の恵」を発行しています。印鑑をお持ちい
ただき、生活環境課または小川出張所（小川総合福祉センター）
でお受け取りください。
問い合わせ　生活環境課　☎0287-92-1110

11 広報なかがわ　平成30年11月10日

健康福祉課 健康増進係からのお知らせ
☆平成30年度 集団検診残りわずか☆

11月
25日（日）

受付：午前８時～10時
健康管理センター 総合健診

受付可27日（火） すこやか共生館 総合健診
12月 16日（日） 健康管理センター 総合＋レディース健診

お申し込みがお済みでない方は、お早めにお問い合わせください。
☆健診日の2～3週間前に健診のお知らせ用紙をお送りします。
☆今後、人数により受付時間が変更になる場合がありますので、お知らせ用紙を必ずご確認ください。

申し込み・問い合わせ　健康福祉課 健康増進係　☎0287-92-1119



12

園児たちは、毎日おともだちといっしょに、練習してきたかけっこや遊戯を
元気いっぱい、笑顔いっぱいに披露しました。一生懸命に取り組む園児たちの
姿に、保護者や地域のみなさんからはたくさんの声援や拍手が送られました。



13



南
那
須
地
区
音
楽
祭

　

今
年
で
13
回
目
を
迎
え
た
、
南
那
須
地

区
音
楽
祭
は
10
月
２
日
に
小
川
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
地
区
の
小
中
学
校
12
校
と
地
域
で
音

楽
活
動
を
し
て
い
る
団
体
の
み
な
さ
ん
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
音
を
丁
寧
に
発
声
・
演
奏
し
、
会

場
に
駆
け
付
け
た
保
護
者
や
地
域
の
み
な

さ
ん
に
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
届
け
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
町
内
か
ら
は
、
小
学
校

合
唱
の
部
で
小
川
小
学
校
と
馬
頭
小
学
校

が
県
音
楽
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

運
動
会

　

10
月
４
日
に
小
川
運
動
場
に
て
、
町
内

24
ク
ラ
ブ
か
ら
多
く
の
選
手
が
参
加
し
、

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
藤
田

和
夫
会
長
か
ら「
競
技
を
通
し
て
、
会
員

の
方
の
体
力
向
上
と
交
流
を
は
か
る
こ
と

が
目
的
。
け
が
の
な
い
よ
う
に
十
分
気
を

付
け
て
、
楽
し
く
有
意
義
な
運
動
会
に
な

る
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
」と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
運
動
会
を
通
し

て
、
他
の
会
員
の
み
な
さ
ん
を
応
援
し
た

り
、
声
を
掛
け
合
い
交
流
を
は
か
っ
た
り
、

た
く
さ
ん
動
い
て
、
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、

心
と
体
の
両
方
が
元
気
に
な
っ
た
よ
う
で

し
た
。

第
13
回
福
祉
ま
つ
り

〜
那
珂
川
町
を
よ
く
す
る
ま
つ
り
〜

　
「
那
珂
川
町
が
笑
顔
あ
ふ
れ
、
心
あ
た

た
ま
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
」と
、「
福
祉
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
地
域
づ
く
り
」な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
38
団
体
が
集
い
、
10

月
13
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
第
13
回
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
団
体
に
よ
る
お
ま
つ
り
グ
ル
メ
や

各
種
相
談
会
、
福
祉
機
器
の
体
験
や
参
加

団
体
の
活
動
Ｐ
Ｒ
な
ど
様
々
な
ブ
ー
ス
の

ほ
か
、
ふ
く
し
の
ま
ち
ポ
ス
タ
ー
展
や
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
馬
頭
中

学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会
や
ド
ロ
ー
ン
飛
行

な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

緑
化
苗
木
の
配
付
で
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
苗
木
２
０
０
本
が
、
全
て
配
ら
れ
ま

し
た
。

　

10
月
か
ら
全
国
一
斉
に
展
開
し
て
い
る

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
町
長
・
議
長
を
は
じ
め
町
共
同
募
金
関

係
者
ら
が
、
10
月
２
日
、
道
の
駅
に
て
街
頭

募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
善
意
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、

町
の
各
種
福
祉
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
７
日
、
富
山
の
諏
訪
神
社
に
お
い
て

神
事
の
後
、県
指
定
無
形
民
族
文
化
財
の「
さ

さ
ら
舞
」が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
中
の
境
内
で「
ス
ッ
コ
」と「
フ
ク
ベ
」と

獅
子
が
舞
い
踊
り
、
五
穀
豊
穣
・
家
内
村
内

安
全
・
災
難
除
け
を
祈
願
し
ま
し
た
。

赤い羽根共同募金街頭募金富山のささら舞
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栃
木
県
子
ど
も
観
光
大
使

２
０
１
８

　

10
月
14
日
、
い
わ
む
ら
か
ず
お
絵
本
の

丘
美
術
館
に
て
、
栃
木
県
子
ど
も
観
光
大

使
２
０
１
８（
那
珂
川
会
場
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
事
業
は
、
栃
木
県
の
魅
力
を

知
り
、
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
市

町
28
会
場
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
栃
木

県
子
ど
も
観
光
大
使
は
、「
子
ど
も
観
光
大

使
の
講
座
３
回
以
上
受
講
す
る
こ
と
」「
観

光
俳
句
、
観
光
ハ
ガ
キ
、
観
光
動
画
の
い

ず
れ
か
で
栃
木
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
」「
子
ど
も
観
光
大
使
検
定
に
合
格
す
る

こ
と
」の
３
つ
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
認

定
証
が
も
ら
え
ま
す
。

　

当
日
は
、「
那
珂
川
町
の
豊
か
な
自
然
を

味
わ
い
発
信
し
よ
う
」と
題
し
、
絵
本
作

家
の
い
わ
む
ら
か
ず
お
さ
ん
か
ら
、
講
話

を
受
け
た
後
、
探
検
に
出
か
け
、
絵
本
の

丘
に
つ
い
て
の
検
定
問
題
を
解
き
、
絵
手

紙
を
作
成
し
ま
し
た
。

中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

塩
谷
南
那
須
地
区
大
会

　

10
月
18
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
、
第
28
回
栃
木
県

中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
塩
谷

南
那
須
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
13
中
学
校
か
ら
学
年
代
表
な
ど
46

人
の
生
徒
が
出
場
し
、
身
の
回
り
の
出
来

事
や
将
来
の
夢
な
ど
自
分
の
意
見
を
表
情

豊
か
に
堂
々
と
伝
え
ま
し
た
。

　

審
査
に
よ
り
、
小
川
中
学
校
か
ら
出
場

し
、「M

y Path in Life

（
自
分
の
道
）」と

題
し
、ス
ピ
ー
チ
し
た
秋
元
勇た

け

瑠る

さ
ん（
３

年
）が
見
事
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
県

大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
中
か
ら
出
場
し
た
、
桧
山
未み

来ら
い

さ
ん（
１
年
）、
大
野
ロ
セ
ル
創そ

う
い生
ア
イ

サ
ヤ
さ
ん（
２
年
）、
馬
頭
中
学
校
か
ら
出

場
し
た
、
杉
森
照し

ょ
う

樹じ
ゅ

さ
ん（
３
年
）が
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

防
犯
ポ
ス
タ
ー
等
表
彰
式

　

10
月
19
日
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
、

平
成
30
年
度
防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
地
域
安
全

マ
ッ
プ
入
選
者
及
び
優
良
勤
労
青
少
年
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
地
域
安
全
マ
ッ
プ
の

表
彰
式
は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
活
動
の

一
環
と
し
て
、
少
年
の
健
全
育
成
と
県
民

の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
募
集
さ
れ
た
も
の
で
、
入
選
者
23
名
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

優
良
勤
労
青
少
年
は
、
若
者
の
職
場
定

着
促
進
の
た
め
、
技
能
又
は
勤
務
成
績
が

優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
若
い
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
町
内
事
業
所
か
ら
４
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
は「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
日
」、
ま
た
20
日
ま
で
は
全
国
地
域
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
10
月
11

日
、
道
の
駅
に
て
警
察
関
係
者
ら
が
街
頭
広

報
活
動
を
行
い
、
地
域
全
体
で
の
防
犯
意
識

の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
、
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
い
の

し
し
ラ
ー
メ
ン
の
試
作
会
が
商
工
会
に
て
行

わ
れ
、
関
係
者
ら
が
試
食
し
ま
し
た
。

　

い
の
し
し
肉
を
使
っ
た
塩
味
の
ラ
ー
メ
ン

は
、
12
月
２
日
に
行
わ
れ
る
商
工
祭
暮
れ
市

に
て
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

全国地域安全運動街頭啓発

左から、杉森さん、大野さん、秋元さん、桧山さん

いのししラーメン試食会
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わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
祭

　

10
月
20
日
、
わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園

の
園
児
と
保
護
者
が
参
加
し
、
さ
つ
ま
い

も
の
収
穫
と
収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
苗
を
植
え
付
け
し
て
か
ら
収
穫

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
園
児
た
ち
は
、
ス

コ
ッ
プ
を
使
っ
て
さ
つ
ま
い
も
を
掘
り
出

す
と
、「
大
き
い
」「
重
い
」と
嬉
し
そ
う
に

話
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
農
業
委
員
会
と
Ｊ
Ａ

な
す
南
青
年
部
が
主
催
し
、
農
業
体
験
を

通
し
て
食
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
収
穫
後
の
収
穫
祭

で
は
、
さ
つ
ま
い
も
入
り
の
豚
汁
や
さ
つ

ま
い
も
フ
ラ
イ
、
も
ち
な
ど
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

小
砂
ト
レ
ラ
ン
２
０
１
８
開
催

　

10
月
21
日
、
山
や
森
林
な
ど
の
自
然
の

地
形
を
利
用
し
未
舗
装
の
山
野
を
走
る

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」小
砂
ト
レ
ラ
ン

２
０
１
８
が
、
旧
馬
頭
西
小
学
校
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
み

な
さ
ん
は
、
里
山
の
秋
を
存
分
に
感
じ
な

が
ら
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ス（
約
21
㎞
）・

ミ
ド
ル
コ
ー
ス（
約
13
㎞
）・
シ
ョ
ー
ト
コ

ー
ス（
約
６
㎞
）の
ト
レ
ラ
ン
３
コ
ー
ス
に

加
え
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス（
里
山
の
小
道
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
）の
種
目
が
用
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
砂
ト
レ
ラ
ン
の
コ
ー
ス
は
評
判
が
よ

く
、
走
り
終
わ
っ
た
方
か
ら「
人
が
普
段

出
入
り
し
て
い
な
い
山
の
中
の
コ
ー
ス
は
、

走
っ
て
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
の

言
葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

な
か
が
わ
キ
ッ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
25
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
る
親
子
と
全
認
定
こ
ど
も
園
幼
児
組
の

園
児
を
対
象
に「
な
か
が
わ
キ
ッ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
キ
ッ
ズ
！
」か
ら
ピ
ア
ノ
・
バ
イ

オ
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
方
々
が
登
場

し
、
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
マ
ー
チ
」や「
ど
ん
な
い
ろ
が
す

き
」な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
曲
に
合
わ
せ
て
、
歌
っ

た
り
手
拍
子
を
し
た
り
、
友
達
や
お
母
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
、
音
楽
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

10
月
27
日
、
小
川
公
民
館
を
会
場
に
町

内
の
小
学
生
３
〜
５
年
生
を
対
象
と
し
た

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
英
語
教
室
が
開
催
さ
れ
、

講
師
の
A
L
T
と
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

か
か
し
作
り
ゲ
ー
ム
や
リ
ン
ゴ
つ
か
み
ゲ

ー
ム
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
T
シ
ャ
ツ
・
バ

ッ
グ
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
や
魔
女
、

お
ば
け
の
絵
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら

し
た
イ
ラ
ス
ト
を
T
シ
ャ
ツ
や
バ
ッ
グ
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子育て支援センター
☎0287－96－5223
わかあゆわかあゆ

☎0287－92－5055
ひばりひばり

☆３B体操☆　
　ベルやボールなどを使って体を動かします。
日時　11月21日(水)午前10時30分～
講師　屋代　美代子先生　人数　15組
持ち物　飲み物
申し込み　11月16日(金)まで
＊動きやすい服装でお越しください。
☆寄せ植え☆　
　クリスマスツリーの寄せ植えをしましょう。
日時　11月28日(水)午前10時30分～
人数　15組　　持ち物　軍手
申し込み　11月22日(木)まで
☆おおきくなったかな？☆　　
11月26日(月) ～ 30日(金)
身長と体重が測れます。

♥きらきらベビークラス♥　～産後ヨガ～（０～１３か月未満のお子さんとその家族）
日時　12月13日(木)午前10時～ 講師　飯塚　弘美先生　　人数　15組
場所　子育て支援センターわかあゆ 申し込み　12月７日（金）まで
持ち物　バスタオル、飲み物、おんぶひも、タオルケット(託児用)など
＊動きやすい服装でお越しください。ヨガをしている間、お子さんは託児をします。

：子育て支援センターわかあゆ
：子育て支援センターひばり

☆バルーンショー☆　
　いろいろなバルーンをつくってくれますよ。
後半はみんなでバルーン作りに挑戦しましょう。
日時　12月５日(水)午前10時30分～
講師　バルーンヒロさん
人数　20組
申し込み　11月30日(金)まで

☆クリスマスリースを作ろう☆　
　クリスマスリースを作ってお部屋に飾りまし
ょう。
日時　12月12日(水)午前10時30分～
人数　15組
申し込み　12月７日(金)まで

　子育て支援センターは、0歳から就学前までのお子様とご家族の方が一緒にあそべる場です。親子のふれあい、
交流の場、情報交換、育児相談の場として気軽にご利用ください。
利用日時　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時

11月 12月

申し込み・問い合わせ　子育て世代包括支援センター　☎0287-92-4085

マタニティクラス～ハローベビー～
　12月はマタニティのためのセルフケア養生教室
です。薬草足湯で温まりリラックスしながら、産前・
産後に必要なセルフケアのポイントを楽しく学びま
しょう。今回は日曜日開催となります。
日時　12月９日(日)　午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
持ち物　手ぬぐいサイズのタオル１枚・母子健康手
帳
講師　小鮒　千文さん(国際中医薬膳師)

ママのセルフケア教室
　バランスボールで楽しく運動しながら、産後の運動
不足を解消しましょう。赤ちゃんをあやしながら、楽
しく運動ができます。運動後はおいしいランチ付です。
対象　生後１か月～７か月までの赤ちゃんとそのお母
さん
日時　12月21日(金)　午前10時～午後１時
内容　バランスボールを使った運動と参加者同士のワ
ーク。終了後に産後の養生ランチ。
持ち物　運動しやすい服装(ジーンズやタイツは不可)、
飲み物、タオルなど。
場所　健康管理センター
講師　佐藤　直子さん(NPO法人マドレボニータ認定　
産後セルフケアインストラクタ―)

産後サロン
　赤ゃんを産んで間もないお母さん同士、ランチを
食べながら半日ゆったり過ごしてみませんか？
対象　生後２週間～３か月までの赤ちゃんとそのお
母さん
日時　12月18日(火)　午前10時～午後１時
内容　授乳や関わり方、お母さんの体調の相談など
場所　健康管理センター　　
講師　浅川　まり子さん(助産師)

※各教室とも事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。
子育て世代包括支援センターからのお知らせ子子育て世代世代包代包括支括支支援セ援センセンタンターからのお知ーかーからからのお知らせせ知らせお知らせらせ子育て世代包括支援センターからのお知らせ

母子健康手帳交付について
　母子健康手帳は妊娠中の経過や産後の不安などを
フォローするため、保健師がお話を聞きながらお渡
ししています。交付を希望される方は子育て世代包
括支援センターまでご連絡ください。
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なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記
小鮒農園 中医薬膳師　小鮒千文

Vol.36

食べる地域おこし

～11月は糖尿病予防・重症化防止強化月間～
「1に予防、2に健診、しっかり治療で糖尿病阻止」
　町での平成29年度集団検診結果から約４割の方が、
血糖値が高い結果となりました。生活習慣病の１つで
ある「糖尿病」は、発症早期には自覚症状がほとんどな
いため、悪い状態になってから気づくことが多い病気
です。
　糖尿病を予防するには、次のことをポイントに生活
しましょう。
①普段の食事に気をつけましょう
・食事は３食決まった時間に食べる。
・食べ過ぎない、間食をしない。
・ゆっくりよくかんで食べる。
・野菜、海藻、きのこなど、食物繊維を多く含む食
品を食べる。
②積極的に体を動かしましょう
・外出するときは、早歩きをする。
・なるべく階段を使う。
・テレビを見ながらストレッチするなど、日常生活
での工夫をする。 
③年に１回は定期的な健診を受けましょう
　血糖値が「高い」「少し高め」と言われたら、「まだ大丈
夫！」と放置せず、必ず医療機関へ受診しましょう。

平成30年度那珂川町
適正塩分みそ汁アンケート結果

　10月13日（土）に小川総合福祉センターで開催され
ました「第13回那珂川町福祉まつり」にて、食生活改
善推進員協議会による「適正塩分みそ汁の試食」を実施
しました。
　「適正塩分みそ汁」は我が家と比べて約７割の方が
「薄い…」と答える結果となり、試食後は食生活改善推
進員による減塩のアドバイスなども行いました。
　糖尿病と同様、那珂川町は高血圧の方の割合も高い
現状です。日頃の食生活をもう一度見直し、健康的な
生活を心がけましょう。

　鮮やかな紅葉と共に、朝晩ぐんと冷えるようになり
ました。皆様いかがおすごしでしょうか。暦の上では
11月は冬の始まりといわれています。晩秋から冬に
かけての養生は「温活&潤い」がポイント、心身の滋養
に一番よい季節でもあります。賑やかな師走がやって
くる前に、いつもより少しだけ静かな時間を持って滋
養を心がけてみましょう。日々の元気の源になります
ように。

【基本の養生】
・早寝早起き腹八分目
・よく動き、よく眠る
・食卓は旬の恵みを主役に
【那珂川町11月おすすめ食材】
小松菜などの青菜、豆類、胡麻、蜂蜜、豆腐、きくら
げ、ねぎ、生姜、にら、山椒、もち米、自然薯、黒胡麻、
栗、胡桃、キノコ、大根、白菜、キャベツ類、人参

『白菜とキノコの担々風スープ』（材料・大人４人分）
・生姜　小さじ２（みじん切り） ・鶏ひき肉　200g ・塩コショウ　少々
・酒　　大さじ１ ・味噌　　　大さじ４（お好みで加減） ・長ネギ　　　1/2本
・白胡麻ペースト　大さじ６ ・水　　　　900cc ・白菜　　　　小さめ1/4
・戻し黒きくらげ　８枚（他のキノコで可） ・ニラ　　　1/4束（5㎜程に刻む） ・胡麻油　　　小さじ１
（手順）１、厚手の鍋で生姜をから炒りし香りがでたら、鶏ひき肉に塩コショウと酒を加え白くなるまで炒める。

２、１に味噌、刻み長ネギ、白胡麻ペーストを入れよく混ぜる
３、少しずつ水を入れ一煮立ちしたら、白菜と黒きくらげを加え中弱火で３分煮る
４、仕上げに刻みニラと胡麻油を入れ完成

＊効能ポイント＊
　気力を補うキノコ、潤いの白胡麻を加えた優しい風味の担々スープ、生姜入りで温め効果も高い。中華麺を加
えればタンタン麺に、お好みでラー油をかけてどうぞ。

濃い 0人
同じ 58人
薄い 153人

管理栄養士コラム

問い合わせ　健康福祉課 健康増進係　☎0287-92-1119
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紙面の都合上、新着資料の紹介は、一部のみとなっています。図書館ホームページから、
新着図書の検索ができますので、ご利用ください。http://www.e-tosho.com/nakagawa/PC/PC00301.aspx

◇『江戸無血開城の深層－ＮＨＫ英雄たちの選択－』
 磯田　道史／著
◇『話し方で損する人得する人』 五百田　達成／著
◇『スマホに負けない子育てのススメ』 諸富　祥彦／著
◇『50歳からの婦人科』 松峯　寿美／監修
◇『人は口から死んでいく』 安藤　正之／著
◇『アフガン編みのこもの』 岡本　啓子／監修
◇『わがまま糖質オフＢＯＯＫ』 オレンジページ／編
◇『ときめく薔薇図鑑』 元木　はるみ／著
◇『かならず作れる美しいユニット折り紙』 つがわ　みお／著
◇『必携！日本語ボランティアの基礎知識』 中井　延美／著
◇『一緒にお墓に入ろう』 江上　剛／著
◇『黄金の代償』 福田　和代／著
◇『龍華記』 澤田　瞳子／著
◇『童話作家のおかしな毎日』 富安　陽子／著

◇『きみのおへやみせてみせて』 鵜飼　美帆／著
◇『ちいさいごみしゅうしゅうしゃぱっくん』 薫　くみこ／著
◇『めんたべよう！』 小西　英子／著
◇『どうぶつのかおならべてみた！』 高岡　昌江／著
◇『調べる！47都道府県工業生産で見る日本』

こどもくらぶ／編
◇『うさぎがおうちにやってきた！学研の図鑑ＬＩＶＥ』

岡野　祐士／監修
◇『みんなちがって、それでいい－パラ陸上から私が教わった
こと－』 宮崎　恵理／著
◇『忍者の迷路－戦国時代を大冒険！－』 香川　元太郎／著
◇『107小節目から』 大島　恵真／著
◇『あいことばは名探偵⑳』 杉山　亮／著
◇『ねこの商売』 林原　玉枝／著
◇『ほねほねザウルス⑲ひかりのきょじんとやみのドラゴン』

カバヤ食品株式会社／原案・監修

○一般書
 『下町ロケット④　ヤタガラス』

池井戸　潤／著
　トランスミッション開発に乗り出した佃製作所。ギアゴース
トやライバルメーカー・ダイダロスとの戦い、帝国重工の財前
が立ち上げた新たなプロジェクト…。準天頂衛星「ヤタガラス」
が導く、壮大な物語の結末とは？

○児童書
 『ねこです。』

北村　裕花／著
　なにに見えるでしょうか。モップ？おもち？毛糸玉？よく見
て、ねこです。みんなねこです。おはぎ？つちのこ？おまんじ
ゅう？大体、ねこです。たまにねこでないものもまじっていま
すが…。想像力を育む、ねこ絵本。

那珂川町
図書館

那珂川町図書館ホームページ　http://www.lib-nakagawa.jp

読書会
・日時　11月14日（水）午後１時30分～
・場所　視聴覚室
・書籍　｢定年バカ｣　勢古　浩爾／著
　和やかな雰囲気で語り合っています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

たのしい絵本と紙しばいの会
・日時　11月15日（木）・12月６日（木）午前10時30分～
・場所　２階　視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

婦人ボランティアのおはなし会
・日時　12月８日（土）午後２時～
・場所　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本や紙し
ばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、「クリスマスツリーペン立て」を作
ります。

ＪＶＣのおはなし会
・日時　11月24日（土）午後２時～
・場所　絵本コーナー
　ジュニアボランティアズクラブの方たちが、たのし
い紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、「かみつきワニ」を作ります。

小川おはなし会
・日時　12月１日（土）午前10時30分～
・場所　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、「サンタの家」を作ります。

馬頭図書館 小川図書館

11月15日～12月14日のお休み
馬頭図書館　☎0287-92-5015
11月19日（月）、26日（月）、
12月3日（月）、10日（月）
小川図書館　☎0287-96-2335
11月16日（金）、22日（木）、30日（金）、
12月7日（金）、14日（金）
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当院は県北地区の二次救急病院です。二次救急病院とは、入院治療が必要な患者さんや急病の患者さんを受け入
れる病院を言います。
高齢化に伴い、医療を必要とする方が増えていることから、｢医療福祉相談・医療連携室｣では入院が必要な患者
さんが安心して治療し、スムーズに退院できるようお手伝いしています。
連携室は総合受付の左側にあり、６名のスタッフが下記の２つの部門を担当しています。入退院に関する不安や
心配な点がありましたら、お気軽にご相談ください。
①入退院支援部門（４名）：入院前の面談で入院までの経過や生活状況を伺い、不安等があれば他職種と相談をして、
安心・安全な入院が送れるための支援をします。
また、退院に向けケアマネージャーとの情報共有や多
職種の方を含めた話し合いを行い、退院に向けての準備
を行ないます。
②地域連携部門（２名）：社会福祉士（MSW）と認知症認定
看護師が患者さんやご家族の相談を受けたり、当院と他
の病院間の転院相談、施設からの入院相談などを行って
います。
退院はゴールではなく、新たなスタートです。今後も、
地域の拠点病院として、相談や受診しやすい環境を整え、
地域のみなさまに親しまれる病院づくりを目指していき
ます。

問い合わせ　地域包括支援センター　☎0287-92-1125

那須南病院（医療福祉相談・医療連携室）

退院支援システム

本人・家族
ケアマネとの情報共有

社会福祉士

看護師ケアマネあり

ケアマネなし

退院支援不要

入
　
院

入
院
時
情
報
収
集

退
院
支
援

退
　
院

退
院
に
向
け
た
話
し
合
い

本人・家族
地域包括支援センター・
転院先等との情報共有
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八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談

日時　12月13日（木）
　　　午後１時30分～４時30分
会場　トコトコ大田原３階　市民交
流センター（大田原市中央1-3-15）
定員　18名（事前予約制）
対象者　那珂川町、大田原市、那須
塩原市、那須町、矢祭町、大子町の
住民
内容　栃木県弁護士会に所属する弁
護士（２名）が相談に応じます。
※相談時間は、１人20分
申し込み
12月６日（木）から12日（水）までに、
下記まで電話にてご予約ください。
定員になり次第、受付は終了します。
問い合わせ
大田原市総務課　☎0287-23-1111

馬頭広重美術館
ワークショップのご案内

第４回｢ガラスワーク｣
日時　11月24日（土）　
　　　午後１時30分～３時
参加費　500円（材料・道具費込）
定員　12名（先着順）
場所　馬頭広重美術館 視聴覚研修
室
講師　野口　均氏
　　　ノンフェール・くらねぇの方々
申し込み・問い合わせ
馬頭広重美術館
☎0287-92-1199

なす風土記の丘資料館より

第26回特別展　那須の歴史をひもとくⅣ
｢那須のくろがね－集落の開発と鉄生産－｣
期間　～11月18日（日）
場所　湯津上館、那珂川館
開館時間　午前９時30分～午後５時
休館日　月曜日、祝日の翌日
〈関連イベントのお知らせ〉
●展示解説
日時　11月18日（日）午後１時30分～
場所　湯津上館集合、のち那珂川館
定員　20名（予約不要）
◆第５回なす風土記講座
｢那須地域を中心とした食について｣
日時　11月23日（金/祝）午後１時30分～３時
※受付は午後１時から行います。
場所　当館講堂
講師　齋藤　加奈子、菊池　悠子、
渡邉　玲美（いずれも当館学芸員）
参加費　無料
◆特別陳列えと展｢亥を考古学する｣
会期　12月８日（土）～１月14日（月/祝）
会場　当館展示室
〈関連イベントのお知らせ〉
●古代文字講座｢『亥』の消しゴムハ
ンコをつくろう！｣
日時　12月８日（土）午前９時30分～12時
講師　小勝　雅明氏（栃木県刻字協
会副会長）
定員　30名（要予約）　参加費　300円
●ミニ門松づくり
日時　12月15日（土）午前９時30分～12時
講師　当館学芸員
定員　15組（要予約・親子での参加可）
参加費　300円
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館
☎0287-96-3366　FAX0287-96-3340

Jアラート(全国瞬時警報システム)
全国一斉情報伝達試験のお知らせ

　Jアラート（全国瞬時警報システ
ム）の全国一斉情報伝達試験が行わ
れます。音声告知機および屋外スピ
ーカーから試験放送が流れますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。
日時　11月21日（水）午前11時ごろ
問い合わせ　
総務課　☎0287-92-1111

家族介護者交流会 「ほっとすぺーす」
第５回目開催について

日時　12月12日（水）午後１時～３時
会 場　大山田ノンフェール・くらねぇ｢
かわせみ珈琲店｣（大山田上郷203）
内容　｢お茶をしながら介護の体験
談等を皆で話してみよう｣
対象者　どなたでもご参加ください
その他　飲み物代100円
　　　　オレンジカフェ同時開催
問い合わせ　地域包括支援センター
☎0287-92-1125

那珂川町合同就職面接会開催

　町内の企業に就職を希望する求職
者を主な対象として、開催されます。
参加を希望する方は、事前にハロー
ワークの紹介状が必要になりますが、
当日参加も可能です。詳しくは、ハ
ローワークまで。
日時　11月29日（木）午後１時30分
～３時30分（最終受付：午後３時）　
場所　那珂川町商工会　２階研修室　
問い合わせ　ハローワーク那須烏山　
☎0287-82-2213

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 
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那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわTOWN
6:00 文字放送6:30
7:00 NewsなかがわTOWN
7:30 文字放送
8:00 なかTVチョイス
8:30 文字放送
9:00 NewsなかがわTOWN
9:30 文字放送
10:00 栃木県提供番組10:30
11:00 NewsなかがわTOWN
11:30 文字放送
12:00 なかTVチョイス
12:30 NewsなかがわTOWN
13:00 文字放送
13:15 企画番組・文字放送13:30
14:15 文字放送14:30
15:00 NewsなかがわTOWN
15:30 文字放送
16:00 なかTVチョイス
16:30 文字放送
17:00 JAXA番組
17:30 THE　MAKING
18:00 空から見た日本
18:30 企画番組・文字放送19:00
19:30 NewsなかがわTOWN
20:00 文字放送
20:15 栃木県提供番組20:30
21:15 NewsなかがわTOWN
21:45 文字放送
22:00 企画番組・文字放送22:30
23:00 NewsなかがわTOWN
23:30 文字放送
0:00 なかTVチョイス
0:30 文字放送
1:00 NewsなかがわTOWN
朝まで 文字放送

★お知らせ★
　都合により予告なく番組を変更
する事があります。電子番組表（リ
モコンの「番組表」ボタン）で確認
をお願いします。

★ケーブルテレビ企画番組

日　付 番　組　名
11/12～11/18 第13回南那須地区音楽祭
11/19～11/25 隈研吾講演会&トークショー
11/26～12/２ なす風土記の丘資料館記

念シンポジウム
12/３～12/９ ハロー元気っ子なかのこ

認定こども園
12/10～12/16 みんなで子育てわんぱく広場（９月、11月収録）

★なかTVチョイス

日　付 番　組　名

11/12～11/18
FCアラノ結成25周年記念
事業　佐藤悠介「ドリーム
サッカースクール」

11/19～11/25 ～森の風にのって～オカリナ
コンサート①

11/26～12/2 ～森の風にのって～オカリナ
コンサート②

12/3～12/9 なかがわキッズコンサート
12/10～12/16 なかがわ元気フェスタ2018①
※毎日６：15および14：30から「なかちゃ
ん体操」を放送します。（各回10分程度）

馬頭剣道スポーツ少年団
クリスマスパーティー会員募集

日時　12月22日（土）午前８時30分～
場所　那珂川武茂道場
内容　クリスマス会、餅つき、レクゲーム
会費　無料 ※500円程度のクリスマ
ス会の交換品を用意してください。
対象　町内の小中学生（先着30名）
申し込み締め切り　11月30日（金）
※申し込み用紙は、道場と町生涯学
習課にあります。
問い合わせ　090-1058-7916（小川）

世界エイズデーに係る
特例HIV検査について

UPDATE! エイズ治療のこと HIV
検査のこと
日時　11月30日（金）午後４時～７時
場所　県北健康福祉センター本館
検査内容　HIV抗体検査及び梅毒抗体検
査（検査結果通知は検査当日に渡します）
その他　匿名での事前の電話予約が
必要・原則無料。また、判定保留となっ
た場合は改めて通知日を設定します。
申し込み・問い合わせ　
県北健康福祉センター　
健康対策課　感染症予防担当
☎0287-22-2679

平成30年度なかがわ町民大学

日時　12月８日(土)午後１時30分～
場所　馬頭総合福祉センター集会室
演題　｢病気にならない暮らし｣
講師　本間 真二郎氏（七合診療所所長）
入場　無料
※満６か月～小学校低学年のお子さ
んは一時保育をご利用ください。
一時保育申し込み締め切り　12月３日（月）
一時保育申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎0287-92-1135

とちぎものづくり
フェスティバル2018

日時　11月17日（土）・18日（日）
　　　午前９時～午後３時30分
会場　栃木県立県央産業技術専門校
内容　とちぎものづくり選手権
　　　ものづくりイベント
その他　入場無料・見学自由
問い合わせ　栃木県産業労働観光部
労働政策課産業人材育成担当　
☎028-623-3238

南那須地域医療を守る講演会

日時　12月２日（日）午後２時～４時
会場　那須烏山市南那須公民館
内容
第１部　講演｢地域包括ケアにおける那須
南病院の役割｣
第２部　講演｢脳卒中を知る・防ぐ・治す｣
※入場料は無料です
問い合わせ　南那須地域医療を守る会
（事務局 城所）　☎090-3544-0414

黒羽矯正展について

日時　11月23日（金/祝）
　　　午前９時～午後３時
場所　黒羽刑務所
問い合わせ　黒羽刑務所作業部門
☎0287-54-1198

11月は「標準営業約
款普及登録月間」です
　理容、美容、ク
リーニング、めん
類飲食・一般飲食
のお店選びは、厚
生労働大臣認可の
Ｓマーク登録店で‼

厚生労働大臣認可
標準営業約款
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ん
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域
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隊
の
磯
野　
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で
す
。
今
年
の

５
月
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着
任
し
て
か
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早
い
も
の
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６
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月
が
経
ち
ま
し
た
。
今

年
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年
の
テ
ー
マ
と
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那
珂
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町
を
学
ぶ
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掲
げ
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
に
故
郷
を
離
れ
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年

ぶ
り
に
戻
り
、
協
力
隊
と
し
て
活

動
す
る
中
で
、
那
珂
川
町
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か
な
自
然
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・
文
化
』『
食
』
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地
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側
か
ら
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ら
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い
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ま
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ら
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く
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す
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。
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て
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た
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店

（
特
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品
の
展
示
及
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販
売
、
那

珂
川
町
の
Ｐ
Ｒ
）は
20
回
を
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え

ま
す
。
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ン
ト
で
は
全
国
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市
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か
ら
出
店
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ま
り
特

産
品
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Ｒ
や
観
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Ｐ
Ｒ
な
ど
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の
魅
力
を
発
信
し
観
光
客
増
加
移

住
・
定
住
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
時
に
販
売
し
て
い
る
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品

に
つ
い
て
は
、
お
客
様
の
満
足
度
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高
い
と
感
じ
ま
す
が
、
イ
ベ
ン

ト
後
に
お
客
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が
那
珂
川
町
に
足

を
運
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

那
珂
川
町
に
来
る
き
っ
か
け
や

目
的
の
１
つ
に
な
る
よ
う
な
場
所

を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
今
後
の
活
動
と
し
て
地
元
に
飲

食
店
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
業
を

目
指
し
ま
す
。
那
珂
川
町
の
魅
力

を
伝
え
る
場
所
、
町
内
外
、
県
外
、

海
外
の
方
が
第
二
の
故
郷
と
し
て

集
え
る
場
所
を
つ
く
り
那
珂
川
町

が
掲
げ
る『
人
・
も
の
・
自
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和
し
み
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で
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合
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元
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ま
ち
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の
で
今
後
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９
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21
日
〜
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月
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日
）

受
付
分　
　
　

敬
称
略

11月１日現在の人口
（住民基本台帳）

　男　 8,392 人 （－19）
　女　 8,106 人 （－14）
　計　 16,498 人 （－33）
世帯数 6,077 （＋ 6）
（　）内は前月との比較

那珂川町職員採用試験(二次募集)案内
平成31年４月１日採用の那珂川町職員を次のとおり募集します。

受付期間　11月26日（月）まで
受付時間　午前８時30分～午後５時15分（土日祝日を除く）
　　　　　※郵送の場合、11月26日消印有効
◎第１次試験　12月９日（日）
　教養試験、適応性検査、作文試験
◎第２次試験　12月17日（月）・18日（火）
　口述試験、健康検査（診断書提出）
問い合わせ
〒324-0692　那珂川町馬頭555　那珂川町役場　総務課　行政係
☎0287-92-1111　URL：http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/

職種 採用予定人数
一般事務A ４名程度

一般事務B（身体障害者対象） １名程度
保育教諭 ３名程度
保健師 １名程度
土木建築 １名程度

※年齢等の受験資格は那珂川町役場総務課行政
係へお問い合わせください。
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今回で尾形月耕展の
ご紹介をするのは３回
目で、今回は月耕の錦
絵代表作｢花美人名所
合｣の２点をご紹介し
ます。｢花美人名所合｣
は明治28年から発行
された美人と東京の花

名所を大判３枚続きというダイナミックな構図で描いた
シリーズです。
まず１点目は｢花美人名所合　亀戸臥龍梅｣。雪が降り

つもる寒空の下で、２人の女性が咲きほころぶ梅を鑑賞
しています。淡い色彩で亀戸梅屋敷の風景を描き、黒い
梅の木と鮮やかな女性たちの姿が一層映えて見えます。
画題の｢臥

が

龍
りゅう

梅
ばい

｣とは、龍がとぐろを巻いたような形態
を持つ梅です。臥龍梅が咲く亀戸梅屋敷は、呉服商の伊
勢屋彦衛右門の別荘｢清

せい

香
きょう

庵
あん

｣で、江戸時代より梅の名
所として親しまれました。
２点目は｢花美人名所合　堀切の菖蒲｣。青いすだれが

かかる休憩所から女性たちが、一斉に咲いた花菖蒲を眺
めています。初夏の風景の中で女性たちの着物が鮮やか
に描かれ、より目を引き付けます。女性たちの傍らには
洋傘が立てかけられ明治の世相を思わせます。この菖蒲
園は堀

ほり

切
きり

（現東京都葛
かつ

飾
しか

区）にあり、堀切を含む葛西は花
の栽培が盛んで、堀切は江戸時代より花菖蒲の名所とし
て親しまれました
月耕は江戸に生まれ育ち、東京で画業を勤めて生涯を

閉じた人物です。特に印刷と出版の町であった京橋は月
耕の画業を進めるにあたり、離れがたい土地でもあった
と言われています。｢花美人名所合｣では住み慣れた東京
の名所を対象としてますが、江戸から親しまれた名所を
派手な色彩ではなく、水彩のように繊細なタッチで描き
あげました。また２つの図のように、明治の世を思わせ
る要素もさりげなく加えることにより自然体で月耕が生
きた時代を表現しています。２点目に描かれる堀切の菖
蒲は現在も残る名所ですが、１点目の臥龍梅は現存して
おらず歴史資料や浮世絵でしかその姿を見ることはでき
ません。臥龍梅を描いた錦絵は多数あり、月耕の描いた
繊細な臥龍梅の風景もその存在を伝える一つの作品と言
えるでしょう。

今回の展覧会では図録も発行しております。図録では
展覧会やこの紙面で伝えきれない月耕の当館収蔵全作品
とその魅力を詰め込みました。これまでの広報紙でのご
紹介で、少しでも月耕に魅力を感じて手に取っていただ
けたら幸いです。 馬頭広重美術館　学芸員　山内れい

【会期】
後期　11月８日（木）～12月16日（日）
休館日　月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日
【開館時間】
午前９時30分～午後５時
（ただし入館は午後４時30分まで）
【ミュージアムトーク（展示解説）】
後期　11月10日（土）
午後１時30分～　当館学芸員
【入館料】　大人　　　　　　　　500円（450円）
　　　　　高・大学生　　　　　300円（270円）
※（　）は20名以上の団体料金
※中学生以下は無料
※障がい者手帳等をお持ちの方とその付き添い１名は半額
【無料開放のお知らせ】11月18日（日）は無料開放いたします。
【お詫びと訂正】 
　広報なかがわ10月号広報展示室で記載に誤りがあり
ました。正しくは｢小狐丸｣です。
　ここに訂正しお詫びいたします。

企画展　尾形月耕展―花と美人と歴史浪漫―
尾形月耕 ｢花美人名所合 亀戸臥龍梅｣ ｢花美人名所合 堀切の菖蒲｣

馬頭広重美術館友の会　隈研吾講演会トークライブを開催
２年後に迎える馬頭広重美術館開館20周年記念プレイ

ベントとして、美術館を設計した建築家隈研吾さんの講演
会が10月７日、あじさいホールにて開催され、町内外か
ら約350人が参加しました。
隈さんは美術館について、周囲の里山と集落が一体と

なった日本の原風景の様なデザインがスタートと話し、「里
山がブームとなる前に、この町の風景に教えてもらった」
と振り返っていました。
トークライブは、友の会会員限定で行われ、約100人の

会員が隈さんと一緒に美術館を見て回りました。
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第158回

尾形月耕「花美人名所合 堀切の菖蒲」

尾形月耕「花美人名所合 亀戸臥龍梅」


